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平 成 年 度 琉 球 楽 器 音 階 調 査1 7

財団法人海洋博記念公園管理財団が、江戸上りで演奏された琉球楽器 点を所蔵22

する名古屋の徳川美術館の協力を得て透過Ｘ線や蛍光ｘ線などの科学的調査を行う

ための琉球楽器音階調査委員会があった。

音律の基準となる横笛は、笛子演奏家の王 名君氏があたっていたが 「もし可能、

でしたら王委員と一緒に玉木（筆者）にも徳川美術館の笛を吹いてもらい、沖縄的

感覚を含めて意見を聞いた方がよい」と調査委員で御座楽復元研究会会長の比嘉悦

子女史の薦めで、玉木も尾張名古屋の徳川美術館へ行くことになった。

音階の基音に関しては、徳川美術館の笛の音を機械計測し、得られたデータによ

って設定していく予定である。徳川美術館所蔵の笛については、本体が乾燥しきっ

ていることや、笛２点のうち１点は詰物に歪みが生じていることがあるため、それ

らを勘案した上で音の機械計測を実施する必要がある。との主旨に沿って音階調査

を行った。

とき 平成 年（ ）９月９日 ところ 徳川美術館 名古屋市東区徳川町）17 2005 (

レプリカが太笛３管（１・２・３） レプリカ細笛２管（１・２）

細笛（徳川）１管実笛 太笛（徳川）１管

レプリカ太笛について

倍音 ６孔 ５孔 ４孔 ３孔 ２孔 １孔 筒音太 笛

Ｆ♯ Ｅ Ｃ♯ Ｂ Ａ王 １ Ｂ♭ Ａ Ｅ♭

王 ２ Ｂ♭ Ａ Ｇ Ｆ Ｅ♭ Ｃ Ｂ♭Ｃ♯

王 ３ Ｂ♭ Ａ Ｇ Ｆ Ｅ♭ Ｃ Ｂ♭Ｃ♯

玉木 １ Ｂ♭ Ａ Ｇ Ｆ Ｅ♭ Ｄ Ｃ Ｂ♭

玉木 ２ Ｂ♭ Ａ Ｇ Ｆ Ｅ♭ Ｄ Ｃ Ｂ♭

玉木 ３ Ｂ♭ Ａ Ｇ Ｆ Ｅ♭ Ｄ Ｃ Ｂ♭

Ｆ♯ Ｅ Ｃ♯ Ｂ Ａ王 徳川 Ｂ♭ Ａ Ｅ♭

玉木徳川 Ｂ♭ Ａ Ｇ Ｆ Ｅ♭ Ｄ Ｃ Ｂ♭
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王１ ３孔・６孔・倍音は Ｂ♭長調型 で 筒音・１孔・２孔・４孔・５孔は Ａ、「 」 、 「

長調型」の音階である。

管径が ㍉以上の横笛を、静かにゆっくり息を吹込むと「Ａ音」になる。14

14㍉に満たない横笛は、楽に「Ｂ♭音」の音がでる。

王２・３ ２孔だけが半音低く、他の指孔はすべて「Ｂ♭長調型」である。

玉木１・２・３ すべて「Ｂ♭長調型」であった。

レプリカ細笛について

細 倍音 ６孔 ５孔 ４孔 ３孔 ２孔 １孔 筒音笛

王 １ Ｂ♭ Ｆ Ｅ♭ Ｄ Ｃ Ｂ♭Ａ♯ Ｇ

王 ２ Ｂ♭ Ｆ Ｄ Ｃ Ｂ♭Ａ♯ Ｇ♯ Ｅ

玉木 １ Ｂ♭ Ｅ♭ Ｄ Ｃ Ｂ♭Ａ♯ Ｇ♯ Ｆ♯

玉木 ２ Ｂ♭ Ｆ Ｄ Ｂ♭Ａ♯ Ｇ♯ Ｅ Ｃ♯

Ｃ♯ Ａ王 徳川 Ｂ♭ Ａ Ｇ Ｆ Ｅ♭ Ｃ

玉木徳川 Ｅ♭ Ｃ Ｂ♭

王１・２、玉木１・２ ５孔・６孔がともに半音高い。Ａ管・Ｂ管ともに指孔の間

隔は全く同じで、ひび割れもなく空気漏れもない。半音の狂いは管内の「ノド」の

部分だろうか？ともあれ筒音の倍音は、ともに同じ音律「Ｂ♭」になるので、本来

の姿は「Ｂ♭長調型」だと考えられる。レプリカ細笛も「Ｂ♭長調型音階」であろ

う。

太笛・細笛の歌口や指孔の位置は殆ど同じであるが、内径は異なっている。

横笛のレントゲン撮影のネガを保管している室瀬和美調査委員 目白漆芸文化財研(

究所代表）の目白漆芸文化財研究所まで行って、ネガからそれぞれの内径を実測し

た。太笛の歌口の内径は ㍉裏孔13.５㍉管尻の内径は12.5㍉であり、細笛の歌口14

の内径は ㍉裏孔は12.5㍉管尻は12.5㍉であった。ちなみに筒音が「Ａ音」３孔が13

「 」 。Ｄ音 の手持ちの上海笛・広州笛・玉屏笛・坂田笛の内径は ㍉から ㍉である14 16

指孔の間隔が同じでも内径が ㍉以上になると「Ａ・Ｂ・Ｃ ・Ｄ・Ｅ・Ｆ ・Ｇ 」14 ♯ ♯ ♯

の「Ａ長調音階」の横笛になっている。
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横笛という楽器は、演奏者の意に添うようにある程度加減することが出来る作音

楽器である。 ６孔の均孔笛である古典的（伝統的）琉球横笛や古典的（伝統的）

中国の梅管調笛（崑調笛）では、筒音を洋楽の（ソ）として１～３孔がラ・シ・ド

４・５孔がレ・ミとなり、６孔を半分閉じて（ファ）とすれば 「ヘ長調型音階」と、

（琉球古典音楽の「瓦屋節型音階 ）なる。＝ 」

筒音を（ド）とすれば、１～６孔がレ・ミ・ファ・ソ・ラ・シとなって「ハ長調

（琉球古典音楽の「カギヤデ風型音階 ）型音階となる。＝ 」

筒音を（ファ）とすれば、１・２孔はソ・ラとなりは３孔は使わず４孔を半分閉

じて（シ）をつくり、４～６孔をド・レ・ミとすれば「ト長調型音階」となる。＝

（琉球古典音楽の「二上型音階 ）」

梅管調笛は、南方で広く流行した曲笛で、崑曲の伴奏や地方の戯曲などの合奏用

として崑調笛・蘇笛・班笛ともいわれ上海笛・広州笛・貴州の玉屏笛など筒音がＡ

音の曲笛で全国的に広く愛用されている。

徳 川 美 術 館 笛 と 清 制 仲 呂 笛 の 音 律

６孔 ５孔 ４孔 ３孔 ２孔 １孔 徳川笛 仲呂笛

○ ● ● ○ ● ● 変Ｂ

● ● ● ● ● ● 変Ｂ Ｃ

● ● ● ● ● ○ Ｃ Ｄ

● ● ● ● ○ ○ Ｄ 変Ｅ

● ● ● ○ ○ ○ 変Ｅ Ｆ

● ● ○ ○ ○ ○ Ｆ Ｇ

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｇ Ａ

○ ○ ○ ○ ○ ○ Ａ

● ○ ● ● ● ○ 変Ｂ

○ ● ● ● ● ● 変Ｂ Ｃ
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台湾商務印書館：発行の薛宗明・著『中国音楽史 楽器篇（上）に清王朝時代に

作られた「律呂精義後篇」に姑洗笛と仲呂笛の律分図が記載されている。

清制仲呂笛定音表の音律と音階は、筒音Ｃを「レ」として「レ・ミ・ファ・ソ・

ラ・シ・ド・レ」となる変ロ長調音階の横笛である・ ファ・シ」を使用しない「レ「

・ミ・ソ・ラ・ド・レ」となる律音階の基準音階のようで、長江より北で広まった

北方型の音階とも考えられている。

徳川美術館笛の音階は、広東を中心に長江より南で広まった南方型の音楽に属し

筒音の変Ｂ（嬰Ａ）を「ド」とした変ロ長調音階である。

よ り 正 し い 音 程 を 得 る た め に

赤井 逸氏はその著「笛ものがたり」で、「現代のフルートは、べームが心血を注ぎ、

科学的に計算された位置に大きな指孔をあけているものだから、メリ・カリのような細工

をしなくとも、正確な音程が得られる筈と考えられているとすれば、それは耳が悪いか、

それとも自分の無意識の中に息の吹き方を変えていることに気づかないか、おそらくは

その後者であろう。ハムレットが言うように「この孔を指でおさえて、口で吹けばいい」と

いう程度の簡単なことではなさそうである。現代フルートも、一音一音。、奏者が自分の

吹奏する音を聞きながら、望ましい音を産み出す楽器なのだ。」 と述べている。

現代の横笛は、西洋音階の「ミ～ファ」と「シ～ド」は短２度（半音）だから２孔と３孔の

間隔を縮めたり、３孔の大きさを小さくしている。また、筒音を「ソ」とし３孔を「ド」とする

中国の基準音階にあわせて５孔と６孔の指孔の間隔を縮めた横笛が多い。

琉球横笛は均衡笛で、各指孔の間隔は殆ど同じである。標準の運指法でも、西洋音

階に近づけることはできるが、ただそのまま普通に吹くと、音程が上がり気味になった

り、下がり気味になったりするのは当然のことである。

工工四の「四」は、洋律の「Ｆ音」よりは高いが「Ｆ♯」よりは低い。１・３

、 「 」 、孔のみ開ける標準的指使いよりは 第１２３孔を開けた方が 四 の高さに近い

「ハ長調型」の「尺音」は、６孔とも全開すべきである。

合 乙 老 四 上

Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｆ♯ Ｇ

do re mi fa sol

上 中 尺 工

Ｇ Ａ Ｂ♭ Ｂ Ｃ

sol la si do
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尺音 は Ｂ♭音 よりは高いが Ｂ音 よりは低くなる へ長調型 瓦「 」 、「 」 、「 」 。、「 （

屋節型 」の「尺音」は「Ｂ♭音 「ハ長調型」は[Ｂ音]、昔節などは均孔笛の） 」、

音というように「尺音」は３通りもあるので要注意。

正しい音律を求めるためには、同じ指孔でも緩やかに吹いたり、強く（超急）吹いたり

する息使いが必要であり、顎を引いたり出したりして音を創なければならない。指孔の

閉じ方にしても半分にするか４分の３にするか、翳すようにするかなどいろいろ加減す

る必要がある。また、より正しい音程を得るためには標準の指使いにこだわらず最も近

い音になる替え指の研究が必要である。


